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2015年度 神戸YWCA標語聖句　何事も愛をもって行いなさい（コリントの信徒への手紙16章 14節）

　今年も 12/28 から 1/5 の年末年始の期間、三宮・東
遊園地で越年越冬活動「冬の家」が開催された。神戸
YWCA夜回り準備会をはじめ、日常的に野宿している人
の支援をしている各団体が連日の炊き出しを担当したり、
生活相談、法律相談、追悼、もちつき・青空カラオケなど
の交流を行っている。震災後の神戸では、避難所のすぐ
そばの路上で亡くなる人がいたり、避難所での（行政と
市民両方による）「ホームレス」差別があったことなどか
ら、誰も死なない年越しを、と宿泊もできるテントを建て
て 1995 年から 1996 年を迎えた。それ以来ずっと行わ
れている活動だ。
　こういった越年の取り組み自体は、全国各地で行われ
ている。派遣村が話題となり、メディアが一斉に報道し
た 2000 年代の前も後もだ。そもそもは日雇い労働者た
ちが集まる寄せ場で、仕事もなくなり役所も閉まる年末
年始の時期になんとか年を越そうと始まったのが、越年・
越冬活動（文字通り「闘争」とも言う）だ。80年代頃に
は、野宿している人たちはほぼ寄せ場の周辺にしか見られ
なかったが、90年代後半に入って、寄せ場のない地域の
都市部でも野宿する人たちが目立つようになり、一気に社
会問題と捉えられるようになった。
　野宿している人の数自体は、神戸では 1990 年代後半
に市内で 500 人ほど（神戸の冬を支える会調べ）になっ
たときをピークに減り続け、現在は 70人ほどとなってい
る。これは喜ばしいことといえるかもしれないが、実際は
どうだろうか。
　「貧困」という言葉が聞かれるのがそれほど珍しくなく
なっている。今や、格差があるのは当たり前だし、非正規

雇用も当たり前、フリーターからは簡単には脱却できず、
30代 40代の非正規職で実家暮らしの人々が、親の死後に
どうやって生活していくかという問題もざらにある。家が
あっても「貧困」の中生活している人は増えていると感じる。
　越年の実行主体である「神戸の冬を支える会」では、数
年前から、家がない人が生活保護を受けられるようにする
ためのつなぎの事業を行政からの委託で行っている。そこ
では、家がないということだけを唯一の共通項とした、未
成年、女性、母子、父子、出所者、などさまざまな人たち
がやって来ている。知人宅やネットカフェ、刑事施設、虐
待やDVなどがあり不安定な家族関係の家から出てきた、
いわば、野宿になる一歩手前の人たちだ。そういう人たちは、
これまでの野宿している人が集まるようなある意味セーフ
ティネットとして機能していた場所にもつながらない。
越年の場は、そもそも炊き出しで飢えをしのぐだけではな
く、そこで出会う人間関係、生きるための情報が得られる
場所でもあった。しかしそこにもつながれないなら…越年
の在り方自体が、変わっていくべきなのかもしれない。
　そのためには、越年の位置づけを、主催する側の意識か
ら変えていく必要があるだろう。困っている人を助ける、
というチャリティー的な視点ではなく、なぜ「困っている」
状態に人がおかれるのか、その根本原因を解決するには
どうしたらいいか、さらにこの「問題」は誰のものなの
かを常に考えなければならないと思う。自分たちがつくっ
てきたこの社会の「問題」であり、自分たちもいつ「困る」
ことになるか分からない、もしくはすでに困っているとい
う認識こそが、個人的には活動の原点である。そうして、
自分たちのこととして、越年に取り組みたいと思う。

鍋谷 美子
（神戸 YWCA 夜回り準備会代表）
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神戸 YWCAクリスマス

　 今 年 の 神
戸 YWCA の
クリスマス会
は 12 月 5 日
（土）の午後、
今年の標語聖
句「何事も愛

をもって行いなさい」をテーマに行
われた。
　クリスマス会前半の礼拝は、長年
釜ヶ崎で日雇い労働者のための活動を
されている入佐明美さん（大阪建設労
働者生活相談室ボランティアケース
ワーカー）にお話しいただいた。その
後は、グループごとに入佐さんのお話
について感想を語り合った。後半の祝
会は手作りのケーキを楽しみ、隣同士
で会話が弾み、最後に35人それぞれ
が思いを書いたオーナメントでクリス
マスツリーを形作った。
　 入佐さんは若い時、ネパールで医
療活動をされていた岩村昇医師の働
きに感動。「ネパールこそ愛をもって
活動するところ」と確信し、看護師
の資格を取り、行く機会を待ってお
られた。しかし、その岩村さんから
「釜ヶ崎行き」を勧められ、それもネ
パールの準備だと考え、釜ヶ崎で活

2015年度
クリスマス献金送付先
今年も多くの皆様がクリスマス献金を
お捧げくださいました。感謝してご報
告いたします。（キリスト教基盤部）

入佐明美さんの働きのため、女た
ちの戦争と平和資料館、釜ヶ崎喜
望の家、原爆の図 丸木美術館、神
戸いのちの電話、神戸の冬を支
える会、W.S. ひょうご、被災地
NGO恊働センター、日本 YWCA、
神戸 YWCA

以上 10団体（敬称略）

動を始められた。それから、一度も
ネパールへ行くこともなく、活動は
35年となり、今は「釜ヶ崎が私のネ
パールだ」と言われる。
　日雇い労働者の方への対応は「こ
んにちは、おじさん」の声掛けで始
まる。彼らから「ねえちゃん、わし
らの話を聴いてくれておおきに。こ
んなんはじめてや」。こうして耳を傾
けることで、彼らの心が開かれてい
く。釜ヶ崎での活動を通して、入佐
さん自身も変わり「自己を愛するこ
となくして他者を愛することはでき
ない」の思いが今の活動の支えになっ
ている。
　お話を通して、「ではわたしたちの
ネパールはどこか ?」とあらためて 
問われた思いである。「私たち一人
ひとりが大切な存在だ」と言われた
イエスの誕生を思うクリスマス会で
あった。　　　　　　　  （野村 晴美）

神戸市民クリスマス

　12 月 11 日、日本キリスト教団
神戸教会で、第 57 回神戸市民クリ
スマスが開かれた。参加者は礼拝
250 人、こどもプログラム 80 人。
テーマは「心あたたまるクリスマ
ス」。上内鏡子牧師（神戸イエス団
教会）を通して、全ての人に贈られ
ている平和と希望のメッセージを聴
き、共に聖歌を歌い、クリスマスの
喜びの時を過ごした。神戸 YWCA
はホットコーナーを担当。各教会の
婦人の方と協力し、参加者に温かい
飲み物、食べ物を提供し、体も温め
てもらった。　　　　　 （野村 春美）
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　私たち一人ひとりが主体的に考え
ようという趣旨の「どうなってるの、
今の日本 !?」シリーズ。第 2弾は「マ
イナンバー制度」。運営委員会・平和
活動部共催で 12 月 18 日（金）、社
労士福井敏光さんをコメンテーター
に迎えて実施された。参加者は15人。
　仕組みの学習に続き、私たちはど
のように対応すればいいのか、個々
の例を出し合って意見交換できた。

25
神戸YWCA被災者支援プロジェクト

　この冬、セカンドハウスでお迎え
したお母さんから、以下のメールを
いただきました。
　「息子が発達障がいで、他の方と
ご一緒する保養では、参加しても主
催者さんにも気を遣いながらで疲れ
ます。しかし今回は精神的に非常に
楽でした。滞在中、子どもたちの体
に放射能を入れずにすんだこと、外
で沢山活動できたことが本当にあり
がたかったです」
　何もない自由が良かったと言っ
ていただいたようで、はっとしまし
た。あくまでセカンドハウスは「も
うひとつのあなたの家」。利用者の
方が何よりもほっとしていただけ
るように場づくりをしていこうと

セカンドに置いてある「書いちゃってノート」
利用者の方の思いがいっぱい残されています。

再確認しました。
　
　昨年秋にこのコーナーでアピール
させていただいた「セカンドサポー
ト募金」に、多くの方々から寄付金
をお届けいただきました。また、大
和証券福祉財団の助成金も得られた
ことから、神戸セカンドハウスにガ
ス給湯器を設置できることになりま
した ! ご協力くださった方お一人ひ
とりに心から感謝をいたします。な
お、今回の寄付金はガス給湯器はも
ちろんのこと、神戸セカンドハウス
の整備・運用（備品設置、寝具洗濯代、
水道光熱費など）に用いさせていた
だきます。本当にありがとうござい
ました !　　　　　　　 （西本 玲子）

以下参加者の感想から。
　「普段、漠然と不安を持ち、釈然と
しないまま何となく流れに組み込ま
れてしまうのではと思っていたが、
皆さんの意見や具体的な例を聞き、
内容がはっきりしてきた。立ち止まっ
て考えるいい機会になった。」
　「個人個人が自分の立場から発言し
ていてよかった。少人数だからでき
たことだと思う。」

　「皆と共有できたのはよかった。今
年までと来年からとが違うことがわ
かってよかった。」
　この制度は、内容が十分に知らさ
れているとはいいがたく、わからな
い点が多い。これからの打ち出し方
を私たちがじっくりと観察し、主体
的に関わっていくことが肝心だ。「自
分で考えないとね」という参加者の
意見が印象的だった。　 （斎藤 明子）
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目標を決定▶次期日本 Yミッ
ション・ビジョンについて神
戸Yで検討。
（1月）【報告】 小規模保育園開
設のための本館改装日程の確
認▶マイナンバー勉強会【議
事】各部の 2016 年度事業計
画案を検討▶定期会員集会の
議事を検討（組織図変更・運
営委員定数見直し・会則変更）
▶講演会（スティ―ブン・リー
パーさん・落合恵子さん）賛
同を確認。　　

　 （鶴崎 祥子）

理事会報告
　12 月 26 日（土）第 4 回
理事会開催。小規模保育事
業設備工事の入札公告につ
いて決議。寄附金取扱規程
及びパートタイム職員就業
規則制定。

（寺内 真子）

賛助員
島本 健二　田邊 誠　
中村 昭子　飛田 雄一
平山 嘉廣　　　　　　（敬称略）

編集後記
2016 年がスタートした。課
題山積の年明け。日本はいっ
たいどこに進もうとしている
のだろう。しっかり見守りた
いと思う。

（H・N）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● わいわい科学クラブ（小学生対象）
「べっこうあめ、リンゴあめをつくろう 」
2月 20 日（土） 
① 10 時～ 11 時 15 分② 11 時 45 分～ 13 時
③ 13 時 30 分～ 14 時 45 分（3部制）
場所　神戸 YWCA分室
参加費　1回 200 円

● 文学講座
『徒然草』を読む
2月 16 日（火）・3月 15 日（火）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
参加費　500 円（1回）

　　　神戸YWCAへの
　　　おさそい

学院だより
　日本語コースでは、12 月
22 日に委託訓練「日本語・就
業力スキルアップコース」が
終わり、訓練生 15 人全員が
修了した。1 月には神戸学生
青年センター、中央区役所で
「やさしい日本語」の出前授業
を実施。次年度夏の「勉強に
役立つ日本語クラス」実施の
ための「共感寄付」には、多
くの方にご協力いただいてい
る。寄付の受付は 3 月 18 日
まで。引き続きよろしくお願
い致します。
　日本語教師養成コースで
は、日本語教師実習講座（中
級）を1月16日から開講した。

（原田 雅子）

まごの手だより
　介護を取りまく情勢は大き
く変化しており、高齢者の独
居、認知症、老々介護の世帯
が増え、家族が高齢者の介護
を担うことは厳しくなってい
る。最近の制度改正では特別
養護老人ホームの入所が「要
介護 3」以上になり、また、
病院、老人保健施設等からの
早期在宅復帰の流れにより入
院後すぐに自宅へ帰ってくる
ケース等、重度の状態で在宅
に戻られる利用者が増え、医
療の連携や医療の知識が必要
となってきている。ターミナ
ルや看取りケアも必要になっ
てくる。
　まごの手では 1月 23日、2

月 20 日、地域福祉コースと
合同で在宅ホスピス研修を開
催する。「最期まで住み慣れた
我が家で」を目標に質を高め
活動していきたいと思う。

（松田 恵美子）

分室だより
　わいわいランチは、高齢の
方、病後などで食事づくりが
難しい方などを対象にお弁当
を配達する活動です。ランチ
のこだわりは「手作りの家庭
の味」「栄養価を考えたバラン
スのとれた献立」「見守りも兼
ねた直接の手渡し」など。高
齢になられて一人暮らしと
なっても、住み慣れた地域で
暮らし続けることのお手伝い
になればと、18年間継続して
きました。ランチは一食 600
円。詳しくは分室までお問い
合わせください。

（西本 玲子）

運営委員会報告
（12月）【報告】3市 Y交流会
▶神戸 Yクリスマス▶新しい
活動づくりワークショップ▶
指名委員・運営委員推薦のお
願い【議事】運営委員会の振
り返り▶ 2016年度活動方針・

（注）場所の記載のないものはすべて神戸 YWCA会館

● 3 月のアフタヌーン・ティー
「お茶と交わりの会」
3月 1日（火）13 時 30 分～ 16 時
参加費　500 円

● ピースブリッジ学習会
「生きにくい社会の構造―安保、TPP、そして食」
3月 18 日（金）18 時 30 分～ 20 時 30 分
場所　こうべまちづくり会館 2階ホール
講師　藤原辰史さん（京大人文科学研究所准教授）
参加費　500 円

● イースター早天礼拝

第96回
 神戸 YWCA
定期会員集会
3月12日（土）
10時～15時

神戸YWCA会館
5階チャペル

午後は「新事業・
小規模保育を知ろう！」

   

  
  世界祈祷日
「世界祈祷日」は毎年3月第1金曜日に、教派を超えて和解
と平和を求める祈りの日として世界中で守られています。

日時　3月4日（金）13:30 ～ 16:00　
主題　「子どもを受け入れなさい、そしてわたしをも」
　　　　～キューバからのメッセージ～
会場　日本聖公会 神戸聖ミカエル教会
 （神戸市中央区下山手通5-11-1）

3 月 27 日（日）7時～ 8時
場所　神戸東遊園地（神戸市役所南側）
＊雨天の場合は神戸 YMCA ファミリー
ウェルネスセンター（神戸市中央区脇浜町
2-10-21、 Tel:078-241-7202）


